X 

すべて 背景 を 用いない。 宦官が 二人 話しながら 出 

て 来る。 

きさき 

—— 今月 も 生み 月に な つてい る妃 が 六 人い るので 

みおも 

すから ね。 身重に なって いるの を 勘定したら 何十 人い 

るか わかりません よ。 

—— それ は 皆、 相手が わからな いのです か。 

—— 一人 も わからな いのです。 一体 妃 たち は 私たち 

こ-つき ゆ-つ 

より ほかに 男の 足ぶ みの 出来ない 後宮 にいる のです 

から そんな 事の 出来る 訣 はない のです がね。 それでも 



けの 事が その 不思議な 忍び 男に 関する 唯一 の 知識な の 

ですからね、 何とか これから 予防策 を 考えなければ な 

りません。 あなた はどう 御 思いです。 

—— 別に これと 云って 名案 もありません がと にかく 

その 男が 来る の は 事実な のでしょう。 

それ はそう です。 

—— それじゃ あ 砂 を 撒いて 置いたら どうでしょう。 

その 男が 空で も 飛んで 来れば 別です が、 歩いて 来る の 

なら 足跡 はの こる 害です からね。 

II 成程、 それ は 妙案です ね。 その 足跡 を 印に 追 

いかければ きっと 捕まる でしよう。 



—— 物 は 試しです からま あやって 見る のです ね 

—— 早速そう しましょう。 (二人とも 去る) 

X 

こし. VP と 

腰元が 大ぜ いで 砂 をまい ている。 

—— さあす つかりまい てし まいました。 

—— まだ その 隅が のこって いる わ。 (砂 を まく) 

今度 は 廊下 を まきましょう。 (皆 去る) 

X 



ろうそく 

青年が 二人 蠟 爆の 灯の 下に 坐って いる。 

B あすこへ 行く ようになって からもう 一年になる ぜ 

A 早い もの さ。 一年 前まで は 唯一 実在 だの 最高 善 だ 

のと 云う 語に 食 傷して いたの だから。 

B 今 じゃあ ァ— ト マンと 云う 語 さえ 忘れ かけて いる 

ぜ。 

A 僕 もとう に 「ゥパ 二 シャツ ドの 哲学よ、 さような 

ら」 さ。 

B あの 時分 はよ く 生 だの 死 だのと 云う 事 を 真面目に 

なって 考えた もの だつ けな。 



A な あに あの 時分 は 唯 考える ような 事 を 云って いた 

だけ さ。 考える事なら この頃の 方が どのくらい 考えて 

いるか わからない。 

B そうかな。 僕 は あれ 以来 一度 も 死なん ぞと 云う 事 

を 考えた 事 はない ぜ。 

A そうして いられるなら それでも いいさ。 

B だが いくら 考えても 分らない 事 を 考える の は 愚 

じゃあな いか。 

A しかし 御 互に 死ぬ 時が あるの だからな。 

B まだ 一年 や 二 年 じゃあ 死なない ね。 

A どう だか。 



B それ は 明日に も 死ぬ かも わからな いさ。 けれども 

そんな 事 を 心配して いたら、 何 一 つ 面白い 事 は 出来な 

くな つ てし まう ぜ。 

A それ は 間違って いるだろう。 死 を 予想し ない 快楽 

ぐらい、 無意味な もの はない じゃあな いか。 

B 僕 は 無意味で も 何でも 死なん ぞを 予想す る 必要 は 

ない と 思う が。 

A しかし それで は 好んで 欺 罔に 生きて いるよう な も 

のじ やない か。 

B それ はそう かもしれ ない。 

A それなら 何も 今の ような 生活 をし なくたって すむ 



ぜ。 君 だって 欺 罔 を 破る ためにこう 云う 生活 をして い 

るの だろう。 

B とにかく 今の 僕に はまる で 思索す る 気が なくなつ 

て しまったの だからね、 君が 何と 云っても こうして い 

るより 外に 仕方がな いよ。 

A (気の毒 そうに) それなら それでい いさ。 

B くだらない 議論 を している 中に 夜が ふけた よう だ 

そろそろ 出かけよ うか。 

A うん。 

B じゃあ その 着る と 姿の 見えなくなる マントル を 

取って くれ 給え。 (A とって 渡す。 B マントル を 着る 



と 姿が 消えて しまう。 声ば かりが のこる。) さあ、 行 こ 

う。 

A (マントル を 着る。 同じく 消える。 声ば かり。) 

夜霧が 下りて いる ぜ。 

X 

声ば かりき こえる。 暗黒。 

A の 声 暗い な。 

B の 声 もう 少しで 君の マントルの 裾 を ふむ 所だった 

A の 声 ふきあげの 音が している ぜ。 



B の 声 うん。 もう 露台の 下へ 来たの だよ。 

X 

女が 大勢 裸です わったり、 立ったり、 ねころんだ 

りして いる。 薄明り。 

—— まだ 今夜 は 来ない のね。 

—— もう 月 も かくれて しま つ た わ。 

—— 早く 来れば いいのに さ。 

—— もう 声が きこえても いい 時分 だ わね。 

—— 声ば かりなの が もの 足りなかった。 



ラ 



ええ、 それでも 肌 ざ わり はする わ。 

. はじめは 怖かった わね。 

あたし 

■ 私なん か 一 晚中 ふるえて いたわ。 

私ち よ。 

■ そうすると 「おふるえ でない」 つ て 云う のでし よ 

■A え 、 X え 

なお 怖かった わ。 

. あの方の お産 はすんで？ 

■ とうに すんだ わ。 

うれしが つて いらつ しゃる でしよう ね。 



—— 可哀 いいお 子さん よ。 

—— 私 も 母親に なりたい わ。 

—— おおい や だ、 私 はちつ とも そんな 気 はしない わ。 

そう？ 

—— ええ、 いやじゃありません か。 私 はた だ 男に 可 

哀 がられる のが 好き。 

—— まあ。 

A の 声 今夜 はま だ 灯が ついて るね。 お前た ちの 肌が、 

青い 紗の 中で うごいて いるの はきれ いだよ。 

あらもう いらし つたの。 

—— こっちへ いらっしゃいよ。 



A 


が 


B 
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户 



今夜 はこつ ちへ いらっしゃい ましな C 

お前 は 金の 腕 環なん ぞ はめて いるね。 

A A. 何故 9- 

何でもない のさ。 お前の 髪 は、 素馨 のにお い 

じ やない か。 

ええ。 

お前 はま だ ふるえて いるね。 

うれしい の だ わ。 

こっちへ いらっしゃいな。 

—— まだ、 そこにい らっしゃ るの。 



B の 声 お前の 手 は 柔らかい ね。 



—— いつ でも 可哀が つ て 頂戴な。 

よそ 

—— 今夜 は 外へ いらし つち や あいやよ。 

き つ とよ。 よく つ て。 

I ああ、 ああ。 

女の 声が だんだん 微な 呻吟に なって しまいに 聞 

えなくなる。 

沈黙。 急に 大勢の 兵卒が 槍 を 持って どこから か 出 

て 来る。 兵卒の 声。 

ここに 足 あとが ある ぞ。 

ここに も ある。 

—— そら、 そこへ 逃げた。 



逃がすな 逃がすな 

騒擾。 女 はみ な 悲鳴 を あげて にげる。 兵卒 は 足跡 

をたず ねて、 そこ ここ を 追い まわる。 灯が 消えて 

舞台が 暗くなる。 

X 

A と B と マントル を 着て 出て くる。 反対の 方向 か 

ら 黒い 覆面 をした 男が 来る。 うす 暗がり。 

A と B そこにい るの は 誰 だ。 

おれ 

男 お前 たちだ つて 己の 声 をき き 忘れ はしないだろう _ 



A と B 誰 だ。 

男 己 は 死 だ。 

A と B 死？ 

男 そんなに 驚く こと はない。 己 は 昔 もいた。 今 もい 

る。 これから もい るだろう。 事によると 「いる」 と 云 

える の は 己ば かり かも 知れない。 

A お前 は 何の 用が あって 来たの だ。 

男 己の 用 はいつ も 一つし かない 害 だが。 

B その 用で 来たの か。 ああ その 用で 来たの か。 

A うん その 用で 来たの か。 己 はお 前 を 待って いた。 

今 こそお 前の 顔が 見られる だろう。 さあ 己の 命 をと つ 



て くれ。 

男 (B に) お前 も 己の 来る の を 待って いたか。 

B いや、 己 はお 前 なぞ 待って はいない。 己 は 生きた 

いの だ。 どうか 己に もう 少し 生 を 味わせ て くれ。 己 は 

まだ 若い。 己の 脈管に はま だ暖ぃ 血が 流れて いる。 ど 

うか 己に もう 少し 己の 生活 を 楽 ませて くれ。 

男 お前 も 己が 一度 も 歎願に 動かされた 事の ない の を 

知ってい るだろう。 

B (絶望して) どうしても 己 は 死ななければ ならな 

いの か。 ああ どうしても 己 は 死ななければ ならない の 



男 お前 は 物心が つくと 死んで いたの も 同じ 事 だ。 今 

ま で 太陽 を 仰ぐ ことが 出来た の は 己 の 慈悲 だと 思う が 

、ヽ 

B それ は 己ば かりで はない。 生まれる 時に 死 を 負つ 

て 来る の はすべ ての 人間の 運命 だ。 

男 己 はそんな 意味で そう 云った ので はない。 お前 は 

今日まで 己 を 忘れて いたろう。 己の 呼吸 を 聞かずに い 

ぎ も-つ 

たろう。 お前 はすべ ての 欺 罔 を 破ろうと して 快楽 を 求 

めながら、 お前の 求めた 快楽 その物が やはり 欺 罔に す 

ぎない の を 知らなかった。 お前が 己 を 忘れた 時、 お前 

の 霊魂 は 飢えて いた。 飢えた 霊魂 は 常に 己 を 求める。 



お前 は 己 を 避けよう として かえ つて 己 を 招いた の だ。 

B ああ。 

男 己 はすべ て を 亡ぼす もので はない。 すべて を 生む 

もの だ。 お前 はすべ ての 母なる 己 を 忘れて いた。 己 を 

忘れる の は 生 を 忘れる の だ。 生 を 忘れた 者 は 亡びな け 

れ ばなら ない ぞ。 

B ああ。 (仆れ て 死ぬ。) 

男 (笑う) 莫迦な 奴 だ。 (A に) 怖がる こと はない。 

こっち 

もっと 此方へ 来る がいい。 

A 己 は 待って いる。 己 は 怖がる ような 臆病者で はな 

ヽ 



男 お前 は 己の 顔 をみたがって いたな。 もう 夜 も あけ 

るだろう。 よく 己の 顔 を 見る がいい。 

A その 顔が お前 か？ 己 はお 前の 顔が そんなに 美し 

いと は 思わなかった。 

男 己 はお 前の 命 をと りに 来たので はない。 

A いや 己 は 待って いる。 己 はお 前の ほかに 何も 知ら 

ない 人間 だ。 己 は 命 を 持って いても 仕方ない 人間 だ。 

己の 命 を とってくれ。 そして 己の 苦しみ を 助けて くれ。 

第三の 声 莫迦な 事 を 云うな。 よく 己の 顔 をみ ろ。 お 

前の 命 をた すけた の はお 前が 己 を 忘れなかった からだ。 

しかし 己 はすべ てのお 前の 行為 を 是認して はいない。 



よく 己の 顔 を 見ろ。 お前の 誤りが わかった か。 これ か 

らも 生きられ るか どうか はお 前の 努力 次第 だ。 

A の 声 己に はお 前の 顔が だんだん 若くな つて ゆく の 

が 見える。 

第三の 声 (静 に) 夜 明 だ。 己と 一緒に 大きな 世界へ 

来る がいい。 

黎明の 光の 中に 黒い 覆面 をした 男と A とが 出て 行 

くの が 見える。 

X 



兵卒が 五六 人で B の 死骸 を 引ずって 来る。 死骸 は 

きず 

裸、 所々 に 創が ある。 

—— 竜樹 菩薩に 関する 俗伝より —— 

(大正 三年 八月 十四日) 
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